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 《   》キリスト教の主題等は「   」内に記した。 

2 短い引用、概念等は「   」内に示した。 

3 文献は巻末の書誌情報に記されたものの省略形を用いて表記される。 

4 翻訳部分において〔   〕は、執筆者による補記・補註を示す。（   ）がある場合 

 は、原則として原文の形式を踏襲している。 

5 固有名の日本語表記は原音を尊重したが、慣例優先の例外もある。聖書関係の 

 ものは新共同訳に依拠した。 

6 特に明記のない翻訳部分の訳文については、全て執筆者による。 
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序章 

 アルベルト・テネンティは 1951 年の『アナール： 経済・社会・文明』（Annales. Economies, 
Sociétés, Civilisations）に寄稿した「往生術」（Ars Moriendi）の中で以下のように述べている。 

 

死に関する感情についての研究が重要な成果をもたらすことはまったく疑いの余地はな

い。とりわけ、16 世紀に関して、あるいはより広く言えば、1450 年から 1650 年の時期に関

してはそうである。たしかに、この時期がもっぱら遺骸によって特徴づけられるわけではな

い。しかし、この 200 年を通じて、死が美術や文学、実践活動、さらには経済においても

つねに存在していたのは事実であり、このことはきちんと説明されなければならない。そこ

にはさまざまな態度の違いがあり、結晶化のような漸進的な変化や古い態度への回帰が

ある。そして態度決定の多様性はつねに一つの定点、つまりあの世と死という点に関わっ

ている1。 

 

美術とは人間活動のひとつであり、それ故に社会の動勢から切り分けて考えることはできない

のであるが、17 世紀のイタリアではその殆どがキリスト教、カトリックの精神の一側面と言ってよ

いものであった。とりわけ、彫刻家ジャン・ロレンツォ・ベルニーニは、対抗宗教改革以降のイタ

リア、ローマの街においてカトリックの精神性を具現化するのに務めた最大の功労者の一人と

言っても過言ではないだろう。自身が語るように、ベルニーニは「人生を通して、教皇や王侯君

主のために制作を捧げた」ため2、その作品には彼らの意向が色濃く反映されている。1598 年

12 月 7 日に生まれ、1680 年 11 月 28 日に 81 歳で亡くなるまでに、教皇庁ローマでは 10 人

の教皇が生まれ、そのうちウルバヌス 8 世に始まる 6 人の教皇と密接に関わって制作に携わっ

た3。当然、彼らの周囲には枢機卿や名だたる神学者達、また彼らを取り巻く王侯貴族を含め

た 17 世紀のカトリック界の中心人物達が幾重にも広がっていた。この点において、ベルニーニ

は工房を束ねる制作者ではあったが、彼があくまで一般的な職人ではなかったことは明らかで

ある。モルマンドが彼の当時の経済状況を現在の貨幣価値に照らし合わせて検証したように、

現在でも有名なボルゲーゼ美術館の《アポロとダフネ》を完成させた 27 歳にして、既に 1000 ス

 
1 A. Tenenti, “Ars Moriendi”, Annales. Economies, Sociétés, Civilisations, 1951, 6e année, no. 4, pp. 
433-446. 日本文は、以下より引用：テネンティ［著］、池田祥英［訳］、「第 9 章 往生術−15 世紀末

における死の問題に関する覚書」（1951 年）、エマニュエル・ル=ロワ＝ラデュリ、アンドレ・ビュルギ

エール［監修］、浜名優美［監訳］、『叢書 アナール 1929-2010 −歴史の対象と方法』、第 2 巻、東

京、2011 年、219 頁。 
2 C. D’Onofrio, Scalinate di Roma, Roma, 1974, p. 52-53; S. Fraschetti, Il Bernini, la sua vita, la 
sua opera, il suo tempo, Milano, 1900, pp. 420–422; F. Imparato, “Documenti relativi al Bernini e a 
suoi contemporanei”, Archivio storico dell’arte, III, 1890, pp. 136-143. 
3 ベルニーニが生きている間、10 人の教皇が登位した。ベルニーニは、ウルバヌス 8 世（在位：

1623-1644）の死後、インノケンティウス 10 世（在位：1644-1655）の時代には、冷遇されもしたが、そ

の次のアレクサンデル 7 世（在位：1655-1667）は、再び彼を重用した。 
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クーディを報酬として受け取っていたし、1680 年に 81 歳で死去した際の遺産は、「控えめに言

ってもおよそ 30万スクーディ、つまり 21 世紀のアメリカ・ドルに換算して約 1200万ドルに相当

した」4。「17 世紀前半の教皇庁の歳入は平均しておよそ 150万スクーディ」というから5、当時の

ローマにあってベルニーニがどのような立場にあったかを想像することは容易である。ベルニ

ーニ自身、「高貴な生まれであればあるほど、崇高な美徳を有していることが多いものだ。この

ような事は、庶民にはまず滅多にみられない事である」とパリ滞在時にシャントルーに語ってい

ることから6、本稿で言及するキリスト教的精神とはイタリアやローマにおける一般的な市民の間

でのそれではない、という点についてはまず理解しておく必要がある。数多の教皇や貴顕に仕

えたベルニーニの作品をクロノロジカルに見ることは、必然的にバロック期のイタリアやカトリッ

クの精神の帰趨を見ることに他ならず、彼が制作した死にまつわる墓碑や頌徳碑を概観するこ

とで、17 世紀の「死」の問題について一定程度の視座を与えることができるのではなかろうか。

また、歳若く成功し順風満帆に時代を謳歌した芸術家が、自身の「死」に直面するまでどのよう

に生き、どのような作品が生まれたのかについて美術史的な観点から語られることは、図像と

倫理という観点から個人の「生」について考える上で意義深いことであると考える。「『死』を見

つめることは、とりもなおさず『生』をみつめること」であり7、美術史的な観点から「死」にまつわ

るイメージとその成立の背景を整理することで、ベルニーニの生きた 17 世紀の精神史につい

て検討したい。この図像と倫理という観点から「死」を捉えるということについて、いみじくもテネ

ンティが「盲人踊り」の以下の一節を引用している。 

 

 

人は言う。この生にはこの死ありと……そのためには 

生きながら死なねばならぬ 

そして死にながらよく生きるためには 

その死を記録しなければならぬ8 

 
4 F. Mormando, Bernini. his life and his Rome, Chicago, 2011, pp. xvii-xix. 引用箇所の日本文に関

しては以下より抜粋：モルマンド［著］、吾妻靖子［訳］、『ベルニーニ その人生と彼のローマ』、東

京、2016 年、xi-xiv 頁。 
5 前掲註 3。 
6 P. F. Chantelou, Journal Du Voyage Du Cavalier Bernin en France, Paris, 1885, p. 177. （9 月 23
日の日記） 
7 小池寿子、『死を見つめる美術史』、東京、2006 年、15 頁。 
8 Tenenti, op.cit., pp. 433-446. 日本文は、以下より引用：テネンティ［著］、池田祥英［訳］、前掲書、

221 頁。尚、この原文については、Michault, Danse des Aveugles, Bréhant-Louedac, vers 1485 が註

に指示されている。1884 年版が以下で参照可能である（2022 年 03 月時点）。 
https://play.google.com/books/reader?id=Q1GuZvh2D8EC&pg=GBS.PP88&hl=ja  
また「盲人踊り」については、以下の論文に詳しい：小池寿子、「『盲者たちの舞踏』（Danse aux 
Aveugles）における「牛に跨る死」を巡って—中世後期における死の受容—」、『國學院雑誌』、第

122 巻、3 号、2021 年。 
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本稿の目的は、17 世紀のイタリア・ローマを生きたジャン・ロレンツォ・ベルニーニによって作品

の中に記録された「死」のイメージを編年順に精査することで、17 世紀のローマに再び生まれ、

墓碑彫刻として現れた「死」のイメージに対する熱狂と、キリスト教的精神史や史実としての社

会背景との関わりを明らかにする事である。 
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